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開催日：令和３年４月２６日（月）
午後３時から

会 場：災害対策本部室(第２庁舎３階）
出 席：知事、危機管理局、

生活環境部、農林水産部、
教育委員会

豚熱に係る防疫対策連絡会議

2

１ 豚熱の国内発生状況

２ 県内飼養豚への豚熱ワクチン一斉接種

３ 今後の防疫体制
（１）豚への豚熱ワクチン追加接種

（２）飼養衛生管理基準遵守の徹底等

会議内 容
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国内発生状況

１ 平成３０年９月９日、岐阜県養豚農場で発生（１例目）し、
令和３年１にかけて岐阜県、愛知県、長野県、三重県、福
井県、埼玉県、山梨県、沖縄県、群馬県、山形県及び和歌山
県で発生。今年３月以降も、奈良県、群馬県、三重県、栃木
県(２農場）で発生。

２ 野生いのししの感染は24都府県に拡大しており、西日本で
は令和３年３月16日に兵庫県丹波市の死亡いのしし2頭で初
確認。

豚熱が確認された都府県
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発生地 畜種 発生日 飼養羽数
防疫措置
完了日

その他

1~
58

岐阜、愛知、長野、三
重、福井、埼玉、山梨、
沖縄

豚、い
のしし

Ｈ３０．９．９~
Ｒ２．３．１２

１３８，５２７頭

５９ 群馬県高崎市 豚 Ｒ２．９．２６ ５，８８７頭 Ｒ２．１０．９

６０ 山形県鶴岡市 豚 Ｒ２．１２．２５ １，２５０頭 Ｒ２．１２．２９

６１ 三重県伊賀市 豚 Ｒ２．１２．２９ ７，０２６頭 Ｒ３．１．７

６２ 和歌山県かつらぎ町 豚 Ｒ３．１．２６ ２６７頭 Ｒ３．１．２９

６３ 奈良県奈良市 豚 Ｒ３．３．３１ １，０８９頭 Ｒ３．４．３

６４ 群馬県前橋市 豚 Ｒ３．４．２ ９，９７０頭 Ｒ３．４．１６ (関連1農場含）

６５ 三重県津市 豚 Ｒ３．４．１４ 約１０，０００頭 Ｒ３．４．２１

６６ 栃木県那須塩原市 豚 Ｒ３．４．１７ 約１５，０００頭 作業中 (関連1農場含）

６７ 栃木県那須塩原市 豚 Ｒ３．４．１７ 約２２，０００頭 作業中

豚熱の国内発生状況(飼養豚）
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豚熱の国内発生状況(野生いのしし）

３ 野生いのししでの検出状況（令和３年４月１４日現在
農水省調べ） →陽性例は2４都府県で確認
県名 陽性確認頭数 検査頭数

山形県 ２頭 １９８頭

福島県 １８頭 ２３０頭

茨城県 ８頭 １，１３４頭

栃木県 １１頭 ６８３頭

群馬県 １１２頭 ２，１４７頭

埼玉県 １１８頭 １，２２５頭

東京都 ９頭 １２７頭

神奈川県 １９頭 ８７４頭

新潟県 ３７頭 ３９９頭

富山県 ８０頭 ６１８頭

石川県 ４８頭 ６３７頭

福井県 １２３頭 １，３１５頭

県名 陽性確認頭数 検査頭数

山梨県 ６９頭 ３５６頭

長野県 ２６６頭 １，１５５頭

岐阜県 １，２０９頭 ５，４１５頭

静岡県 ３０４頭 ３，７１１頭

愛知県 １３９頭 ２，４７５頭

三重県 ３４５頭 ３，８７４頭

滋賀県 ２５５頭 １，２３７頭

京都府 ３９頭 ２８６頭

大阪府 ９頭 ２７頭

兵庫県 ３頭 １１４頭

奈良県 ２７頭 ３０１頭

和歌山県 ５０頭 ４０１頭

合計 ３，３３０頭 ２８，９３９頭
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栃木県の発生事例の概要

1 農場の概要及び経過

２ 対応状況
・４月１７日（土）から防疫措置開始 自衛隊派遣要請

・消毒ポイント設置（3か所）

・ワクチン接種地域のため、移動制限、搬出制限区域は設けない

６６例目 ６７例目

概要 所在地：那須塩原市
飼養状況： 約6,000頭
関連農場：1農場約9,000頭

合計 約15,000頭

所在地：那須塩原市
飼養状況：約22,000頭

経過 4/16 農場からの通報を受け
家保が立入検査

21:00 遺伝子検査陽性
4/17
17:00 国の遺伝子解析陽

性
18:00 患畜確定

4/16 農場からの通報を受け家
保が立入検査

4/17
2:00 遺伝子検査陽性
17:00 国の遺伝子解析陽性
18:00 患畜確定

※ 66例目と67例目の経営者は別

国の対応状況

■４月１７日（土）
・農林水産省豚熱、アフリカ豚熱対策本部会議の開催
・全都道府県へ情報提供
・飼養衛生管理基準の遵守、早期発見、早期通報徹底を通知
・栃木県へ国の疫学調査チーム派遣を決定

■国の野生いのしし対策
・捕獲強化対策（ワナ増設等）
・農場への侵入防止対策（侵入防止柵設置支援）、全国の
都道府県対象
・経口ワクチン散布を23都府県で実施
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１ 発生情報の周知（市町村、養豚農場、農協等関係機関）
（４／１７）

２ 県内養豚農場の状況確認と注意喚起（４／１７）
・県内養豚農場といのしし農場に異常の有無等を電話聞取
⇒ 異常なし、栃木県の養豚農場との疫学関連無し

３ 農場の野生いのしし等野生動物の侵入防止策の徹底
・農場出入口への消石灰散布の徹底を指示
(消石灰1,000袋を3/26までに追加配布済）
・侵入防止柵の点検、長靴の衣服の交換、車両消毒、早期
通報等を再度徹底するよう指導

４ 県境付近の野生いのししのモニタリングを強化
(検査頭数 R2年度 200頭→R3年度 300頭に増加）

・平成30年9月から令和３年４月１９日までに県内全域で死亡、捕獲された野生
いのしし３３１頭について全て豚熱陰性を確認。

栃木県の発生事例に対する鳥取県の対応

県内飼養豚への豚熱ワクチン一斉接種

１ 接種期間 令和３年４月５日(月）から４月２３日(金）

２ 対象地域 鳥取県全域

３ 接種頭数 ２６農場 50,035頭
（愛玩、展示施設含む）

４ 従事者 ６３班
家畜防疫員(獣医師職員）延べ150名
補助（畜産職員、普及員）延べ 50名
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今後の豚熱防疫体制（１）

１ 豚熱ワクチンの追加接種
〇繁殖豚・種雄豚・育成豚：初回接種６ケ月後に２回目、その後は１年に１回接種

初回

６カ月 １２カ月 １２カ月

１２カ月

2回 3回

〇肉豚：生後約５０日齢で１回接種

約５０日齢

約５０日齢 ６カ月

○繁殖候補豚：生後約50日令で接種 更に６ケ月後に２回目、その後は１年に１回接種

６カ月４０日後 ６カ月

抗体検査抗体検査 抗体検査

出
荷

２ ワクチン接種農場の抗体モニタリング

出
生

出
生

初回接種から概ね40日後、その後は6か月毎に家畜保健衛生所が抗体検査実施

抗体陽性率80%未満の場合
国と協議し追加接種実施

4回

３ ワクチン接種体制強化

県認定獣医師（民間獣医師）によるワクチン接種制度の追加を検討

今後の豚熱防疫体制（２）

１ 飼養衛生管理基準の遵守指導
〇農場の野生いのしし等野生動物侵入防止対策と消毒の徹底
侵入防止柵の点検、長靴、衣服、手袋等の交換、車両
消毒等の実施徹底

〇飼育豚に異状を認めた場合の早期通報の徹底 等

２ 野生いのししへの経口ワクチン散布の準備開始
・経口ワクチン散布計画の作成（5月中目途）
・豚熱ワクチン導入全国協議会への加入手続き（5月中目途）
・岡山県とワクチンベルトの設置について協議（5月初旬から）
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３ 鳥取県豚熱防疫対策マニュアルの改正

県内で豚熱が発生した際に、同様の事故の発生を防止するため、
「鳥取県豚熱防疫対策マニュアル」を見直し

※殺処分方法（電気、ガス、薬殺）のうち、薬殺は意識がなくなった
豚に対してのみ実施することにマニュアルを変更(赤字部分を追加)
(防疫対策マニュアル）
Ⅷ 各防疫措置の実施方法
（４）と殺 作業の省力化、安全性の確保の観点及び動物福祉に
配慮しつつ、と殺は、薬殺、電気殺処分、二酸化炭素ガス等により
行う。なお、薬殺は、鎮静又は電気、二酸化炭素ガス等の方法に
より意識を消失した豚等に対してのみ行うこととする。

４月17日(土)に豚熱が発生した栃木県の養豚場で、豚が暴れた
ため、殺処分中の職員に誤って注射針が刺さる事故が発生

今後の豚熱防疫体制（３）

14

豚熱対応窓口

(24時間対応しています。）

■生産者の皆さんの相談窓口

鳥取家畜保健衛生所 ０８５７－５３－２２４０ （夜間休日は転送）

倉吉家畜保健衛生所 ０８５８－２６－３３４１ （ 〃 ）

西部家畜保健衛生所 ０８５９－６２－０１４０ （ 〃 ）

■豚熱に係る死亡いのししに関する通報窓口
畜産課 ０８５７－２６－７２８６

０９０-８０６１－９１０９ (休日、夜間）

■豚熱に係る野生いのししに関する相談窓口

緑豊かな自然課 ０８５７－２６－７９７９ （夜間休日は守衛に転送）

中部総合事務所環境建築局 ０８５８－２３－３２７５ （夜間休日 ０８５８－２２－８１４１）

西部総合事務所環境建築局 ０８５９－３１－９３２０ （夜間休日 ０８５９－３４－６２１１）

■平日夜間、休日、祝日相談窓口

県庁受付 ０８５７－２６－８６６３
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お願い

■豚熱は、豚、いのししの病気であり、人に感染することはあり
ません。また、感染豚の肉が市場に出回ることもありません。

■今回使用する豚熱ワクチンは、医薬品、医療機器の品質、有
効性及び安全性の確保等に関する法律に基づき、農林水産大
臣に承認され、有効性及び安全性が確認されており、豚熱ワク
チンを接種した豚肉を食べても問題はありません。

■野生いのししの検査状況から、県内に豚熱が浸潤している可能
性は低いと考えられます。異常な死亡した野生いのししを発見
した場合は、県畜産振興局畜産課まで連絡し、その指示に従っ
てください。

■現場での取材は、本病のまん延を引き起こすおそれがあること
などから厳に慎むよう御協力をお願いいたします。特に報道関
係者の皆様におかれましては、養豚農場へ立ち入るような取材
は防疫上ご遠慮ください。


